
 
 

 

 

 

    

二月に思う 

校長  坪井  誠  

余寒の候。立春が（今年は 2 月 4 日）過ぎて一端ゆるんだ寒さが、また、ぶり返

すときに使う言葉です。三寒四温を繰り返しながら、やがて確かにやってくる“春”。

この寒さが過ぎれば…と、春を心待ちにする豊かな感性が言葉の底に見え隠れする

ようですが、ゆとりがない身であれば、とにもかくにも早く暖かくなってほしいと

願うばかりです。 

さて、北っ子に、《自ら学ぶ子、思いやりのある子、たくましい子》をと願って、

取り組みを進めてまいりました。１年を振り返る時期を迎え、とりわけ思うことは、

北っ子を育てる核となる授業力を磨くための更なる研さんと、それと並行する家庭

学習のいっそうの習慣化です。特に家庭学習では、本校の取り組んでいる「おはよ

うタイム」や日常の学習における基礎・基本のいっそうの定着を図る上で、欠かす

ことができません。 

また、中学校からその先へと続く生涯学習を支える“自学自習力”を養う上でも

基礎となるものと、大切に考えております。“継続は力なり”とよく言われますが、

『子どもたちが夢を持ち、自分のなりたい自分になるために、自ら進んで必

要な力を獲得する』、そんな生きて働く自学自習の力へとつながるように、今まで

以上に家庭学習の習慣化に取り組みたいと考えております。今年度の取組を次年度

の足掛かりとしてご理解いただき、ご家庭でも子どもたちに応援していただけます

よう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

              お 願 い 

心配しておりましたインフルエンザが、流行の兆しを強めてまいりました。 

感染予防のおおもとは、十分な休養と、バランスのよい食事。『早寝、早起き、 

朝ご飯』の標語にもあるように生活のリズムを大切にしたいものです。 

そして、①手洗い、うがいの励行 ②咳エチケット(ハンカチ・マスクの使用) 

③日々の健康観察と早めの受診です。自分の、家族の、そして、みんなの健康に 

ついて、意識を高める機会にもしたいものです。 
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  １９９５年１月１７日、決して忘れることのできない、阪神・

淡路大震災が起きました。今年は震災から２１年が経ちました。大

震災での体験を風化させることなく、子どもたちに災害について伝

えるとともに、その教訓を生かしていけるよう、学校では防災教育

を行なっています。 

１５日(金)の引き渡し訓練では、たくさんの保護者の方に参加していただき、ス

ムーズな引き渡しをすることができました。ありがとうございました。今後、子ど

もだけで下校させるのが危険と思われる時にはこのような対応

も必要になります。御協力の程よろしくお願いします。 

給食では、「震災を考える給食」として、豚汁とおむすびなど

が出ました。子どもたち自身の手でラップを使っておむすびを

作り、水が出なくなった時の工夫を学びました。 

 

 

日 曜  
 1 月 朝会  

 2 火 Ｆタイム（サークル）1～4年(14:20下校) きらきらの会（６年・わかば） 
  3 水 北っ子造形展準備 
 4 木 きらきらの会（5年）          北っ子造形展 （4日～6日） 
 6 土 オープンスクール 2～5校時 月曜時間割（弁当日） 
 8 月 代休  

 9 火 代表委員会 きらきらの会（1年） 

11 木 建国記念の日 市内書初展(11日～14日) 

15 月 子ども安全の日 登校指導  二見中学一日入学           

16 火 
Ｆタイム(クラブ) 1～3年(14:20 下校) スクールカウンセラー来校  
きらきらの会(2年) 

17 水 一日入学  
18 木 児童会役員選挙 きらきらの会（3年）明石っ子造形展(18日～21日)                                    
22 月 教育相談日 
23 火 Ｆタイム(クラブ) 1～3年(14:20 下校) 
24 水 短縮授業(13時 30分下校) 
25 木 英語複数指導(6年) 
26 金 校外学習(3年) 

 
１日:朝会・感謝の集い・児童会引継ぎ Ｆタイム(サークル) スクールカウンセラー来校 
4日:6年生を送る会  8日:代表委員会 15日：子ども安全の日 登校指導 
18日:給食終了・学年末大掃除 22日：卒業式準備(5年弁当日)  
23日:卒業式            24日:修了式  25日～:春季休業日 

３月の主な予定 

月の主な予定     



 

 中学校生活体験ＤＡＹ～1月 18日～ 
1 月の“学校だより”でも紹介しましたように６年生が、中学体験に行ってきました。同じ中学校

に通うことになる者同士の仲間意識を高めたり、中学校の先生の授業を実際に受けてみたりと、

中学校への円滑なスタートができるように、あわせて入学への意欲を高めるという目的で取り組

みました。 

～中学体験の感想～ 

私は、二見中学校で一日体験生活をしました。二見西小、二

見小の人たちは、とっても明るくて、交流の時に、相手から「こ

んにちは」などの声をかけてくれたので、すごく楽にお話する

ことができてよかったです。小学校では机が少し低いけど、中

学校では机が結構高くて、「もう少しで中学生になるんだ」と

いう雰囲気を感じました。ミニ授業は社会でした。中学校では、数学・国語など、もっと

難しくなってくるので、大変だと思いました。また、学校がとても広いので、場所に迷わ

ないかなと思いました。中学校生活は、とても大変そうだけどがんばりたいと思います。      

６－１ 田中千晴 

 

 私は、社会がとても苦手でした。それに八組の橋本先生は、社会担当の先生でした。で

も思ったより楽しかったです。なぜかと言うと、思ったよりも恥かしくなくて、自分の思

いを伝えることができたし、フランシスコ・ザビエルなどの歴史などをみじかく分かりや

すく教えていただいたので社会は、きらいだったけれど楽しかったです。 

 その他にも、他の小学校の人たちの意見が聞けました。先生も中学校生活の流れや、中

一で、何をするかなどを教えてもらい少し中学校生活の流れが分かりました。 

 今日の中学校体験ＤＡＹでは、リラックスをしてミニ授業に参加できたのでよかったで

す。そして他の小学校の人と仲良くなれたので、中学生になったら仲良く中学校生活をお

くりたいと思いました。                     ６－２ 里中結羽 

 

 私は今日、中学校生活を体験してすごく楽しかったです。

なぜかと言うと、最初はちがう小学校の子もいて不安だった

けど自己紹介やビンゴゲームをして知らない子と仲良くなれ

たからです。それに好きな果物が一緒だったり、好きな本や

好きな色が知れて良かったです。 

 中学校の先生のミニ授業は英語でした。私は英語が苦手なの

で初めはいやだったけれど、中学校の先生の授業がすごく楽しかったので、今日習った単

語は覚えられました。次は違う授業もうけてみたいなと思いました。 

                                ６－３ 詫間初季 



 

１月２３日（土）に明石公園陸上競技場で小学生駅伝大会が行われました。今回
は７６名が参加し、この日に向けて１２月から朝に練習をしてきました。 
練習を積み重ねるたびに、一定のペースでリズミカルに走ることができてきまし

た。今年も六年生が中心となり、友だちと競い合
い、励まし合いながら力を高めていく姿が多く見
られました。子どもたちの自主的な活動に、日々
の成長が感じられました。 

 大会当日は、厳しい寒さの中、どの子も力いっ
ぱい走り切ることができました。また、競技場内
で襷(たすき)を繋ぐ姿は感動的でした。応援席へ
帰って来た子どもの表情は晴々としていました。 
保護者のみなさまには、多くのご声援、これま

での御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

  集会サークル主催の児童集会が、２校時に体育館でありました。特技やみんなにアピ

ールしたいことを、クラス単位で発表しました。事前のオーディションを経て、「我こ

そ！」と自分たちをアピールする子ども達。全校生の前で緊張しながらも、堂々と自分

達の思いを表現していました。コントあり、ダンスあり、集会サークルからの爆弾ゲー

ムと発表内容は幅広く、全校生が一緒に楽しい時間を過ごしました。 

 

★それいけアピールマン出場クラス★ 

① ３－４よりダンス「みんなでおどろう ウンタカダンス」 

② ダンスクラブより「ハイスクールラブ」 

③ ４－１より喜劇「鳥の恩返し」 

④ ４－２よりダンス「サマーマッドネス」 

⑤ ４－３よりダンスパフォーマンス「めめしくなくて」 

⑥ ５－３より劇「元気１倍、バイキンマン」 

⑦ ４－４よりダンス「浜ちゃんへのあこがれ」 

⑧ ５－２よりダンス「みんなでおどろうシェアハッピー」 

⑨ ６－２より劇「浦島太郎」 
 
※ 自分の思いを伝えていこうとする力と、それをしっかりと受け止めて、聞こうとする態

度がうまくかみ合って、楽しい雰囲気で会を進めることができました。これからも、こ
の力を大切にしていきます。 


